
             

 

鮮

や
か
な
黄

色

の

小

花

を
つ
け
た
山

茱

萸
（
さ
ん
し
ゅ
ゆ
）
と
、
紅
梅

が
散
り
、
よ
う
や
く
桜

の
花
が
咲
き
始
め
た
四

月

、
平

成

二

九

年
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に

東

京

か
ら
黄

色

に
輝

く
は
と
バ
ス
四
～
五
台

を
連

ね
、
連

日

一

五

〇
名
を
超
え
る
お
客 

  

         様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
越
後
交
通
の
ツ
ア

ー
の
受
け
入
れ
も
あ
り
、
年
間
入

館
者
が
一
万
二
千
百
四
十
一
人

に
達
す
る
な
ど
、
大
盛
況
で
あ
り

ま
し
た
。 

平
成
五
年
の
開
館
か
ら
早
二

十
三
年
が
経
過
し
、
地
域
に
伝

承
さ
れ
て
き
た
「
鶴
の
恩
返
し
」
を

は
じ
め
と
し
た
民
話
の
語
り
や
伝

統
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く
と
い

う
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
今
日
を

迎
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
、
少

し
づ
つ
時
代
の
流
れ
が
変
化
し
て

き
て
お
り
、
多
様
性
に
富
ん
だ
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
一
つ
は
、
確
実
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
ス
リ
ッ
パ
に

履
き
替
え
る
煩
わ
し
さ
や
語
り

部
ホ
ー
ル
の
座
布
団
客
席
に
座
る

こ
と
が
困
難
な
お
客
様
が
多
く

来
館
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
椅
子

席
の
用
意
等
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の

対
応
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
改

善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

二
つ
目
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
所

謂
「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
」
へ
の

対
応
で
あ
り
ま
す
。 

昨
年
は
、
中
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

台
湾
か
ら
の
来
館
が
あ
り
ま
し
た

し
、
本
年
度
は
市
制
施
行
五
十

周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
六
月

に
国
際
学
会
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
な
ど
国
際
交
流
が
一
段

と
進
展
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。 こ

の
た
め
、
「
鶴
の
恩
返
し
」
の

民
話
を
外
国
語
に
翻
訳
し
た
も

の
を
字
幕
で
投
影
し
な
が
ら
聴
い

て
い
た
だ
く
よ
う
な
措
置
を
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

三
つ
目
は
、
先
人
か
ら
受
け
継

い
で
ま
い
り
ま
し
た
民
話
や
昔
話

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
語
り
部
の
養
成
は
必
須
の

条
件
で
あ
り
ま
す
。
語
り
部
養
成

講
座
を
強
力
に
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
度
は
、
こ
の
三
つ
の
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

夕
鶴
の
里
が
世
代
を
超
え
た
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る

施
設
と
な
る
よ
う
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

夕
鶴
の
里
館
長 

髙
橋 

大
吉 

        

  

   



 

  

～
平
成
二
十
九
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 

◆
第
十
八
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

六
月
三
日
（
土
）
～ 

八
月
十
九
日
（
土
）
全
七
回
。 

 

※
受
講
申
込
は
中
段
に
詳
し
く
載

っ
て
お
り
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
の
方
は
、
是
非
、 

受
講
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

◆
第
十
五
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

五
月
二
十
八
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

午
後
一
時
よ
り
開
催 

 
 

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

六
月
十
日
（
日
） 

 

研
修
先
は
、
福
島
県
大
玉
村
方

面
。 

 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
夕
鶴
の

里
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◆
第
八
回 

 
 

「
お
き
た
ま
語
り 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

六
月
十
八
日
（
日
）
」 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

お
き
た
ま
地
区
に
あ
る
語
り
部

の
会
の
各
会
代
表
と
、
語
り
を
勉

強
し
て
い
る
児
童
が
語
り
を
披
露
し

ま
す
。 

 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
九
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

語
り
部
養
成
の
た
め
の 

「
語
り
＆
ト
ー
ク
」 

 
 ◆

語
り
部
養
成
講
座 

閉
講
式 

八
月
十
九
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

未
来
の
語
り
部
さ
ん
達

の
、
勉

強
の
成
果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！ 

  ◆
第
十
八
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
一
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

 
 

 

◆
第
十
九
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 

九
月
二
十
四
日
（
日
） 
 

 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

ゲ
ス
ト 

 
 

東
北
文
教
大
学
児
童
文
化
部 

  ◆
昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

       
 
 

 
                       

 
                

                                         
 

 
 

◆日時    ６月３日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月～８月の第 1、第 3、第 5土曜日  午後１時３０分～３時（全７回） 

◆場所    夕鶴の里  

◆対象    民話・語りに興味のある方  

◆内容    こどもの部とおとなの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ８月１９日（土）の閉講式には、夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料    無料  

◆締め切り  ５月２６日（金）  

◆申込・問合せ  夕鶴の里（☎４７－５８００）  

※申込者には、後日詳細をお知らせします。  

 

 

 

◆日時：平成２９年５月２８日（日）  時間：午後１時より  

◆ 場所：夕鶴の里語り部ホール  

友の会会員・民話会ゆうづる・語り部養成講座受講生・二井宿語り部の会・たかはた地区語り部の会・

鮎貝語り部クラブ・話部「ゆるり座」の会の語り部さんが、たすきを繋いで語ります。               


